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１．業務結果説明書 

 

１）業務の実績 

（１）業務の実施日程 

業務項目 
実    施    日    程 

12月 1月 2月 3月 

近況分析調査  

事前打合せ 

 

事前準備 

 

現地調査 

  

 

 

とりまとめ 

報告書作成 

完成 

 

 

（２）業務の実績の説明 

調査の目的 

文化財総合的把握モデル事業の実施から 10 年以上が経過し、基本構想の制度発足時から社

会情勢は大きく変化している。文化財とその周辺環境を含めた保護とともに、観光への活用

をはじめとした文化財を活かした地域づくりが求められている。しかしながら、地域におけ

る文化財の推移については指定等文化財の状況は把握しているが、指定等の措置がなされて

いない文化財についてはその実情の把握がなされていない。 

こうした課題点を明らかにするため、過去に未指定文化財の悉皆調査を行った実績がある

山口県萩市において、改めて悉皆調査を実施することによって、その変遷を把握することを

目的とする。 

 

調査概要 

  ①調査対象：山口県萩市内の堀内地区、浜崎町地区、新堀の内地区、平安古地区、河添地区、

江向地区、御許町地区、土原地区、川島地区（2004 年調査時の地区区分による） 

         うち伝統的建造物（建築物及び工作物）：１，４３４件 

  ②調査方法：実地調査 

  ③調査項目：1998 年及び、2004 年に実施した未指定文化財（歴史景観資源）の追跡調査 

  ④調査内容：a）実地調査 

前回調査したリストと現状を突合し、残存・消失状況を確認の上、対照表を作成

する。 

b) 写真撮影 

すべての調査対象物件の写真を少なくとも１枚ずつ撮影し（消失物件については

周辺を含めた跡地を撮影）、前回の状況を比較した資料を作成する。  



 

⑤調査報告 

1998 年と 2004 年に調査された地域未指定文化財の残存状況を把握するため、前回調査さ

れていた上記地区の史跡地（萩城跡、萩城城下町、旧萩藩校明倫館）及び重要伝統的建造物

群保存地区（浜崎町、堀内、平安古町）を除いた範囲内に位置する伝統的な建造物（建築物、

工作物）を対象に追跡調査を実施した。 

 

a) 事前準備 

2004 年の悉皆調査結果の建造物リスト（地区別の建築物と工作物のリスト）、建造物位置

図、写真を基に、地区別に調査シート（建築物及び工作物リスト、物件位置図、2004 年時点

の写真）を作成した。 

 

b) 現地調査日程及び調査方法 

現地調査については「歴史文化基本構想の評価と今後の在り方」の研究課題で共同研究を

行っている北海道大学観光学高等研究センターの協力により、第 1 回の現地調査を２月９日

～11 日に実施した。この調査に先立ち２月８日に萩市の関係機関に対して調査の目的と調査

業務の概要を説明し、萩市からの協力を得る体制を整えた。 

第 1 回の現地調査では、地区別に２～３名の調査員が調査シートを持ち、2004 年に伝統的

な建造物としてリストアップされていた物件の残存状況を確認し、現状を写真撮影した。 

さらに、第 1 回の現地調査で調査漏れとなった物件、再度確認が必要な物件、今回調査の

中で追加された物件等についての確認を行うため、再調査を 3 月 13 日～14 日、3 月 21 日の

日程で実施した。 

 

c) 調査結果のとりまとめ 

調査結果については、2004 年の地区別建築物・工作物リスト、建造物位置図を基に、伝統

的な建造物（建築及び工作物）の残存・消失状況を確認した。 

まずは 2004 年のリストで確認されている調査対象物件を、史跡地及び伝統的建造物群保存

地区内に位置するもの、2004 年時点で消失したもの、2019 年時点で消失が確認されたもの、

2004 年調査で確認できていなかったが現在も残存していることが確認できたものに分類し、

2004 年調査で作成されていた建造物リストの情報を更新、修正、追加するとともに、それら

物件の位置を建造物位置図の情報として更新した。それぞれの調査対象物件については、滅

失したものも含めて、現状を写真撮影し、前回の状況と比較できるように整理した。 

 

 



２）調査結果概要 

地区  全体 史跡地／ 

伝建地区 

未指定地 2004年滅失 残存（2004） 残存率％ 

1998-2004 

2019年滅失 残存（2019） 残存率％ 

2004-2019 

堀内城内 建築物 13 6 7 3 4 57% 2 2 50% 

 工作物 65 58 7 0 7 100% 0 7 100% 

堀内城外 建築物 72 70 2 0 2 100% 0 2 100% 

 工作物 71 70 1 0 1 100% 0 1 100% 

浜崎 建築物 229 179 50 5 45 90% 8 37 82% 

 工作物 58 50 8 1 7 88% 0 7 100% 

新堀の内 建築物 605 35 570 54 516 91% 128 388 75% 

 工作物 280 65 215 6 209 97% 27 182 87% 

平安古町 建築物 157 9 148 17 131 89% 37 94 72% 

 工作物 119 24 95 4 91 96% 12 79 87% 

河添 建築物 30 0 30 1 29 97% 5 24 83% 

 工作物 19 0 19 1 18 95% 5 13 72% 

江向 建築物 155 4 151 16 135 89% 41 94 70% 

 工作物 116 11 105 7 98 93% 14 84 86% 

御許町 建築物 76 0 76 14 62 82% 8 54 87% 

 工作物 21 0 21 0 21 100% 2 19 90% 

土原 建築物 193 0 193 23 170 88% 48 122 72% 

 工作物 127 0 127 15 112 88% 19 93 83% 

川島 建築物 107 0 107 21 86 80% 21 65 76% 

 工作物 156 0 156 4 152 97% 15 137 90% 

全域 建築物合計 1637 303 1334 154 1180 88% 298 882 75% 

 工作物合計 1032 278 754 38 716 95% 94 622 87% 

 合計 2669 581 2088 192 1896 91% 392 1504 79% 


